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①新規文書に、次の文章を入力してください。フォントは「MS 明朝」、11 ポイントに設定

してください。 

 

②1 行目を、ワードアート（スタイル 9）に変更してください。フォントは「DF 行書体」、

60 ポイントにします。ページの中央上に配置してください。 

③②のワードアートを、「大波 1」に変形し、影（影スタイル 1）を設定してください。 

④③のワードアートを、幅のみ 140mm に拡大してください。 

⑤「竹富島とは」「宿泊の心得」「おすすめスポット」の 3 行を、見出しらしく変更します。

段落全体に紫の網掛けを設定し、フォントは「DF 行書体」、16 ポイント、白色にしてく

ださい。 

⑥2 行目以下すべて（竹富島とは～）を、2 段の段組み設定してください。段と段の間隔を

3 字とし、境界線を引いてください。 

⑦各項目の、本文の最初の文字（「沖」と「島」と「集」）をドロップキャップに設定して

ください。本文内に表示し、ドロップする行数は 2、本文からの距離は 2mm としてくだ

さい。 

⑧ウィキペディアで「竹富島」を検索し、写真を「竹富島とは」項目の本文のあとに挿入

してください。次の「宿泊の心得」項目が右側の段から始まるように、写真を拡大縮小・

トリミングして、左側の段の下までピッタリの大きさにしてください。 

琉球の風 

 

竹富島とは 

沖縄の、八重山諸島にあります。石垣島の南西に位置する、周囲約 9km の小島です。この島の特

徴は、なんといっても島全体の風情。沖縄古来の赤瓦の住宅と、白いサンゴ砂の道路。住民は毎

朝、道路を掃き清めています。 

島内の移動手段は、徒歩か自転車。牛車もありますが、移動手段というより、観光用です。 

とても小さな島ですが、「沖縄らしさ」を感じるには、ここより優れた場所はありません。 

 

宿泊の心得 

島の宿泊施設は、大半が民宿。高級ホテルのような待遇を、期待してはいけません。 

観光地というより、「いっとき、島の暮らしに入れていただく」という意識が必要です。夜中まで

大騒ぎするなど、もってのほか。島の自然や人々の暮らしを、乱さないように注意しましょう。 

 

おすすめスポット 

集落内に、「なごみの塔」という、5ｍほどの塔があります。小さな展望台ですが、島を広く見渡

せます。晴れた日に、登ってみましょう。 

海水浴は、コンドイビーチがおすすめ。また、カイジ浜では、運がよければ星砂を拾うことがで

きます。 

朝、少し早起きして、島内を散歩してみましょう。これが、いちばんのおすすめ！ 

ワードアート・ドロップキャップ 

文字の特殊な効果の例として、「ワードアート」と「ドロップキャップ」を使ってみまし

ょう。とくにワードアートは、文字を画像っぽく活用できる、ポピュラーな機能です。 
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⑨クリップアートで「サンゴ」を検索し、右図を挿入してください。

縦横比を固定したまま、幅 40mm の大きさにしてください。そして、

「宿泊の心得」の本文右下に配置し、「文字列の折り返し」を「四角」

に設定してください。 

  

⑩下図のようなデザインになったのを確認して、「文字列を画像に」という名前を付けて、

文書を保存してください。 

 

 


